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展示会

一現場サイドから一

横山卓雄1)

科学展示会の小委員長は2人であり,筆者は主

として現場の運営にあたったので,その点について

の話題にしぼって報告したい.

1.皇太子殿下の御来訪について

7月になって,皇太子殿下の科学展示会御訪間が

決まった.これは御本人の希望によるものであり,

約45分間展示を見てまわられることになった.

今回の訪洛予定等の責任をもっている宮内庁と京

都府のほうから,いろいろだ希望がよせられた.

まず,巡覧コｰスの決定からはじまった.70を

越える展示ブｰスのうちから約10ブｰスを選び,

それを巡回するコｰスを決めねばならない.しか

も,予定時間を厳格に守ってほしいとの希望が強

い.さらに当目殿下が展示会場においでになる間

は,一般見学者の入場を遠慮してもらい,かつ全ブ

ｰス関係者の氏名と人数を届けることにたった.殿

下がたちよられるブｰスの責任者には,一応御説明

のできる人の配置を依頼しておく必要もあったが,

警備の点を配慮して,前もってコｰスや訪間予定ブ

ｰスは公開しないことになっていた.

写真1科学展示会序場.メインの会場から写す.

磁

写真2皇太子殿下にテｰマ展示を御説明申し上げる横

山.

そこで,以下に示したようだ文書を展示ブｰスの

責任者に対して送付した.

r万国地質学会議の科学展示会に協力していただき,

有難うございます.さて,準備についての詳細は,

フジヤとの打ち合喧を進めておられると推察します

が,展示委員会として,以下の事をお願いします.

1.すでにお聞きにたっているかも知れま畦んが,

8月24目には皇太子殿下が展示場においでにたりま

す.それにあたって,警備関係者から次のような通

達および要望が来ています.

1)科学展示会の一般公開は,8月24目,午後3時

からとすること

2)準備は,当日の午前11時までに終了すること,

その後は駐車場から車両を退去すること一<その後

も駐車したい場合は,車両番号,所属,運転手名を

届ける必要がある.>

3)午前11時から午後1時までは,警備当局によ

る検索(危険物捜し)カミ徹底的に行われることを承知

ください

4)上記の2時間と,午後3時までは,展示場に

1)同志壮大学工学部;科学展示委員長:

〒602京都府京都市上京区今出川通烏丸

キｰワｰド:万国地質学会議,科学展示小委員会,科学展示会,

皇太子殿下,保税,ブックショップ,スｰベニア

ショッフ,テｰマ展示,標本展示
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は届けが済んでいる関係者のみしか入らたいこと.

<届けられた方刈こは,展示委員会から名札を渡し

ますので,それを着用してください〉

5)午後2時から3時までは,皇太子殿下にたい

して展示内容を説明できるようた要員を,展示ブｰ

スに配置して下さい.

ただし,後半期のみに展示を出展する場合は,以

上のことは関係がありません以下略一一･』

この結果,事務的にいろいろな混乱を引き起こし

た由出展者には,氏名を届けかつ名札をつけること

カミ義務のように理解されたようで皇太子殿下の展示

会巡覧が終わった2目目からは,現実には意味を

失った展示現場管理,とくに展示ブｰス関係者の氏

名登録や名札作成事務のために,展示終了時に至る

まで若干の労力をさかれることになった.しかし,

展示ブｰス関係者の御協力があって,これらの特別

業務がスムｰズにできたことは,現場責任者として

感謝している.

当日は,約3分遅れて皇太子殿下が到着した.

IGC･スｰベニア･ショップ,IGC主催標本即売店

を皮切りに,国内展示ブｰス6カ所,外国展示ブ

ｰス3カ所を案内し,説明をしたが,皇太子殿下

は非常に興味をもたれたようであった.後目(翌年

正月12白)東宮御所で行われたお茶会の席でどこに

興味をもたれたかの感想をお聞きしたところ,すべ

てが興味深かったというお答えであった.

展示ブｰスの巡回がおわって最後にテｰマ展示の

前にかざられていた岩石･鉱物サソプノレをご覧にな

った.メノウや黒曜石,水晶などが,とくに気に入

られたようである.ここで数分歓談し,時間も予定

通りに科学展示会の巡覧が終了した.無事終了した

こともほっとしたことだが,皇太子殿下の科学展示

会訪問は,テレビ等にも報道され地質学分野にとっ

ては,非常に意味があったと思っている.

婁｡準備段階から当目まで

現場サイドでおもに行った準備は,保税許可,

IGC主催の各ブｰス(BookShop,おみやげ物即売

ブｰス,日本産標本貝口売ブｰスの準備)とテｰマ展

示の作成および休息所の設置,運営といってよい.

以下にそれぞれについて述べる.

1)保税許可について

科学展示会に出展する外国の物品は,そのまま日

本国内に持ち込むと関税を支払わねばならたい.そ

こで,持ち帰ることを条件に関税を免除される保税

処置を大阪税関にお願いすることになった.このと

きの申請者は,人格(個人か法人)をもっていなげれ

ばたらいので,将来解散することが確実なIGC組

織委員会は申請者とたることができない.日本地質

学会も法人格をもっていないので,東京地学協会に

お願いした.ただ申請書にはたくさんの添付書類を

必要とする.財団設立許可証,昨年度の予算及び決

算書,役員名簿,責任者履歴書たどである.こうし

た書類の作成等について,東京地学協会には,迷惑

のかげどうしであった.また,保税許可書の交付時

には申請法人の責任者本人カミ大阪港の大阪税関まで

出頭するようにという要請があった.しかし,交付

目には,大阪の地質調査所地域センタｰ長の佃さん

に,申請者を代表する代理人として出向いていただ

くことで,たんとか許可証を交付してもらうことが

できた.外国からの展示は,結局11カ国20団体で

あった.

展示会場での保税に関する義務は,保税展示会で

あることを公示することと,大阪税関の係員が巡視

にくる場合の案内を行うことであった.ともに無事

に終了した.

終了後,展示物は本来本国に返送しなげれほなら

たいカミ,南アフリカ連邦共和国は,科学展示会で展

示したものを,終了後東京の大使館のロビｰに展示

するために日本国内に残した.これは外交特権で当

然無関税であった.それ以外の国冷の展示物は保税

処置によってすべてスムｰスに返送された.なお,

保守及び物品の輸入･輸出に関するすべての書類の

作成や通関･運送の手配などは,㈱KBSインタｰ

ナショナルに依頼した.

2)IGC科学展示委員会主催ブックショップ

大会開催がせまってきた春ごろからのことであ

る.諸団体から書籍等の依託販売の希望が多くよせ

られるようにたった.いろいろ問題もあり,仕事量

も増大するので,実施を礒踏していたが,希望が多

いので,4月の執行委員会にブックショップ設置の

提案を行ったところ,若干の異論がでた.そのおも

なものは,展示ブｰスを確保している団体との間に

不公平が生じることであった.それでしぼらくは保

留していたが,やはり要望が多い.また,単なる金
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写真3科学展示会々場のテｰマ展示.

写真4科学展示会々場の休息コｰナｰ.古生物のアン

モナイトをかたどった月餅と三葉虫彩の干菓子

が用意された.

写真5

科学展示会友場の風景.石油公団のブｰス.

銭的な問題だけで,価値の認められる書籍の展示

販売を不可能にするのもどうも納得いかない.

そこでできるだげ不公平をたくするということを考

えながら,ブックショップを開催することにして,

1993年3月号

詳細は現場サイドに一任してもらうという条件で,

6月の執行委員会に提案し開催を承認していただい

た.

もう会議の初目も迫っていたので,早速各団体,

各出版杜に以下のような趣旨の書類を送付した.こ

の場合,販売業者は除外した.

『すでにご承知のように,今夏8月24日～9月3

目に万国地質学会議(IGC)が京郡国立会館で開かれ

ます.この機会に展示会が開催されることは,よく

ご承知のことと存じます.

6月末日に展示についての最終計画をまとめまし

たが,現在でも前半に数個,後半に5～6個のブｰ

スが残っています.このブｰスを用い,展示委員会

として,書籍,資料等の販売を行うことを計画しま

した.

しかし,諸学会の中には,苦しい財政の中でブｰ

スを確保されたところもあります.このように趨力

をしていただいた学会に対して,不平等にたっては

いげたいと考えて,次のような原則を作成しまし

た.

(1)通期でブｰスを確保されている学会等に対し

ては,展示委員会のブｰスにおいても販売を可能と

する.(無料)

(2)半期(前半あるいは後半)にブｰスを確保して

おられる学会等については,ブｰスを確保していな

い半期については委員会のブｰスで販売を引き受け

ることにするが,売り上げの1割を納めていただ

くことを原則とする.

(3)ブｰスを確保していたい学会,諸団体につい

ては,販売を委員会が引き受けるが,若干の権利金

および売り上げの3割を納めていただくことを原

則とする.

(注1)権利金については団体名を表示する場合は数

万円,表示したい場合は無料とする.前者の場合

は,棚一つを提供する.

(注2)委員会のブｰスにおいては,販売員は委員会

で確保するので,依頼者からの販売員は不要であ

る.

展示委員会委員長鞠子正･横山卓雄』

結果として19団体から参加の申し込みがあり,

科学展示場の一つのコｰナｰにおいてブックショッ�
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プを開くことができた.このブックショップの実際

の運営は㈱京都自然史研究所に依託した一

当目になって中国･ソ違だと外国からの販売依託

もあり,かつ無料配布の資料･雑誌類の扱い所とし

ても利用してもらった.また,IGCポスタｰの配

布所ともなって,盛況であった.売上げ総額は180

万円を越えた.

ただ,いわゆる``万引き''もげっこう多かったの

も事実である.一つには無料配布物とまちがえたと

も考えられる.また,人件費を考えて,開棚式のス

･一パｰ･マｰケット方式を採用したこともそれを助

長したかも知れない.レジを扱った女性担当者によ

れば,あきらかに“万引き''とわかっても,外国人

である場合だかなか追いかけて代金を請求すること

ができなかったそうである.決算によれば,紛失し

た書籍の総金額は約7万円に達する.

いろいろ問題はあろうが,総体として考えれば,

ブックショップ開催は成功であったように思う.

3)スｰベニア･ショップ

IGC事務局主催の展示ブｰスとして,スｰベニ

ア･ショップが開催された.この準備はすべて,筑

波のIGC事務局によって行われたので,ここでは,

当日の様子をスケッチ風にまとめておきたい.

このブｰスはともかくも大忙がしであった.販売

品に小物が多く,小銭を扱う上にともかくも客が大

人数である.記念切手などは,自国へ送る絵ハガキ

にも利用されるので1～数枚を扱わねほならない.

販売担当者は休息なし,昼食も交替で食べるといっ

た具合で,見ていて気の毒なほどであった.

Tシャツ,日本手ぬぐい,タイピン,ワッペン,

絵ハガキ,時計など,いろいろなものが売られてい

た.総売り上げは400万円を越えている.日毎に行

わねばならない展示場閉鎖後の会計計算も大変であ

った.

このスｰベニア･ショップでの問題は,途中から

IGCポスタｰの配布場所になったことであった.

ただでさえ大量の買い物客でにぎわっているところ

に,無料配布を受けようとポスタｰをとりにくるの

で,混乱をきわめた.ポスタｰを丸めて渡す手間も

大変である.展示会場責任者としては,みかねてポ

スタｰ配布場所をやや忙しさの少ないブックショッ

プのレジに変更してもらうよう手配した.この問題

は,本部が現場の状況を把握したいままに,配布場

所を会場に公告したことにあり,大会本都としても

反省すべきであろう1

4)科学展示委員会主催目本産標本即売ブｰス

展示会の準備も大づめになって,展示ブｰスの出

展老がほぼ決定したころ,出展老リストをみている

と日本産岩石･鉱物標本の展示されているところが

少ないことに気がついた.外国の参加者にとって

は,標本展示がないのは淋しいのではないかと考

え,標本業者に出展を依頼した.関西を中心に関東

を含めて,依頼をしたのだが,ともかくもブｰス代

が高いので一社を除いて不可能だとのことである.

そこで,展示委員会主催ということでブｰス代を割

り引いた.

幸いにも京都の業者である大江理工杜,ぎおん石,

日本地科学杜が趣旨に賛同していただき,三つのブ

ｰスで日本産各種標本の展示を行うことができた.

とくに｢ぎおん石｣については,テｰマ展示用の

大型標本を無料でかしていただいたので,深く感謝

Lている.この標本は前述したように皇太子殿下に

興味をもっていただき,話に花がさいたこともあ

り,有意義であったと思う.

5)テｰマ展示について

展示会場のレイアウトを考える上で問題となった

ことは,テｰマ展示をどうするか,休息所をどのよ

うに設置するか,参加者が自由に張ることのできる

ポスタｰ用ボｰドをどこにどの程度設置するかなど

であった.

会場の入り口にテｰマを表現するオブジェを置い

たのだが,このテｰマ展示はいろいろな意味で作成

した意義があったと思う.

テｰマ展示物を作成するにあたって,筆者の友人

である株式会社ディックの河崎稔夫さんにデザイン

を依頼した.また資金的には,制作費の一都に対し

て株式会社トリコの援助を受けた.この点もここで

感謝の意を表しておきたい.計画段階では,イルミ

ネｰション案も含む5つの案が河崎さんから示さ

れたが,作成費用なども考えて,白いオブジェにテ

ｰマとして｢地球環境を考える,人間は生き残れる

か｣の文字を示し,まわりに鉱物,岩石標本を配置

するものに決めさせていただいた.デザイン代金

は,世間的にみればスズメの涙ほどであるが,筆者

の友人であるためにそれで許していただいた.

このテｰマ展示は,大会参加者にとってかっこう

地質ニュｰス463号�
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の記念写真撮影場所を提供することになったようで

ある.大会中いつもここで記念撮影する風景をみる

ことができた.

6)休息所

展示会場に色彩りをそえる意味と参加者にゆった

りとくつろいでいただく目的で,会場のほ腹中央に

日本式庭園風の休息所を設置した.竹垣に緋毛織の

床几を配置したものであった.休息時のリラックス

のために,水とウｰロン茶のサｰビスおよび抹茶を

用意した.抹茶は無料サｰビスするつもりであった

が,二階にある喫茶店の営業妨害になることを配慮

する必要があり,一応200円をいただくことにし

た.

筆者の友人である久保田睦子さんが,万事とりし

きってくれた.着物姿の人たちが接待をしてくれた

ので,外国からの参加者に喜ばれ写真のモデルにさ

そわれるなど,ほほえましい風景をうみだしたとい

ってよい.抹茶の用意のために会場につめてくれた

数人のご婦人たちにも感謝の意を表したい.

3.鵬C開催中のハプニング

会議開催中の科学展示会は,特に大きな事故もた

く無事に終わったといってよい.ただ,準備段階で

予想されていなかった小さなハプニングが少たから

ず起こった.それらを紹介しておく.

1)満員の休息所

休息所は,緋毛織のかげられた8個の床几と小

さな日本風庭園,無料の湯茶および200円の抹茶で

構成されていた.この休息所が連日,常時満席であ

った.無料の湯茶用に紙コップを4000個用意した

のだが,2日もたたないうちにたくたってしまった.

2000人以上が初目にこの湯茶を飲んだことにたる.

休息している人に聞いたところ,本会議場内を含

めてIGC全会場の中で,無料のお茶が飲めるのは

この休息所だげだということで,それカミ盛況の原因

のようであった.ホテルの朝食のバイキング料理を

包んでもってきて,ここでお茶を確保して昼食とす

るチャッカリ学者もふつうに見られた.会場にある

食堂レストランの料金が,外国人からみれば高すぎ

ることも,一つの理由であろう.

展示会の主催者としては,人が集まってくれるこ

と,サｰビスを喜んでくれることなど満足すべきで
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あろうが,舞台裏では湯を湧かすことが間に合わ

ず,セルスサｰビス用タンクのお茶がすぐなくなっ

てしまう.アノレバイトの女性がかかりっきりになっ

ても問に合わない.また,タンク周辺に湯茶がこぼ

れて掃除をするのもたいへんなほどであった.

気がついてくれて,親切にお茶がきれていること

を通知してくれる人も多いが,ともかくも湯湧しが

問に合わないので,どうすることもできない.たく

さんの人に早く補給するようにと叱られた.

2)ポスタｰ展示ボｰド

科学展示場には,横約20m,高さ2.5mのポスタ

ｰ展示用ボｰドを用意した.しかし,2日目の午前

中でいっぱいとなり,もう張るスペｰスがない.そ

こで会場の2カ所にあった目かくし用パネルを使

う破目にたった.このボｰドは初期の計画段階で

は,考えられていなかったが,仮に設置していたか

ったとしたら問題とたるところであった.

3)飛び入り展示希望者の扱い

開催中に科学展示場の片隅で小展示をしたいの

で,机やイスをかしてほしいという要望が少たから

ずあった.ポスタｰ展示板の前で,パソコンなどを

並べて展示したいというもの,机の上で標本展示を

したいというものなどいろいろある.

しかし,出展者が3×3=9m2に約60万円を支拡

っていることとの比較を考えれば,許可することが

できない.ところが,相談にくる人は,｢そういう

条件で本国をでてきたので,何とかして欲しい｣と

ねぼる.おそらく出張旅費が出ているのであろう.

そこで,1m2あたり9/60=6.6万円を支抵ってもら

って許可することにした.公共機関であれば,その

1/4である.

何m2必要かと聞くとすべてのものが1m2でよ

いという.実際には2～3m2便ってしまうのだが,

床面使用料としては1m2にしたいということであ

る.これも,現場責任者としては予想していなかっ

た小さたハプニングであった.

4｡)インフォメｰション･デスク

科学展示場の入り口には,インフォメｰション

･デスクを置いた.筆者は展示会場開催中ほとん

どそこにつめていたのだが,初目と2目目は,本

会場へ行くべき人々がたくさんはいってくる.国際

会議場ヘバスで来るとバス停から歩いて最初の建物

が展示場であり,そこにIGC会場という大看板が�
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かかっているためであろう.

となりのピル(本部)へ行ってもらうようにいうの

だが,もう一度道路まで出て橋を渡っていくことを

教えねぱたらない.外国人だから当然英語だが,英

語のわからたい人次も多い.そこでやむをえず案内

する破目となる.そのたびにアルバイト要員が一

人,二人と欠けていく.初日,2日目という忙しい

ときだったので精神的にこたえた.

5)出展の取り消しと遅刻

開催日直前になって,出展の取り消しを通知して

きたり,外国の出展者のたかに申し込み後何の連絡

もないものが,ほんの少しではあるが存在した.

初日には,イランの地質調査所が到着していなか

った.2ブｰスという広い空間が中央であいてい

る.皇太子殿下の巡覧のときもあいたままであった.

2目目に到着して,急に1ブｰスをキャンセルする

という.キャンセルしても使用料は予約した通り

2ブｰス通期を支抵うことにたると通告したが,

｢それは困る,支抵うことカミできない｣という.も

ちろんブｰス代金はこの時点には未納である.

こちらとしては,1ブｰスがあくだげではたく,

そこをパネルでしめるには,少量ではあるが費用が

必要である.その上通期で申し込んだのに半期でよ

いという.代金は別に交渉するとして現場サイドと

しては,前期1ブｰス,後期2ブｰスを何とか埋

めねほならない.そこであとでのべるように益富地

学会館にお願いして,後期は標本を展示していただ

くことにした.

ロシア共和国のある会社であるが,出展申し込み

が早い時期にIGC本部に届いていたのだが,その

後金く音信不通のところが二社あった.

そのうち一社は開会前目に到着して,ブｰスが必

要だという.もちろん予定されていなかった.そこ

で急にキャンセルになったところに入ってもらった

が,会議の初目にたっても荷物が届かたいという.

2日目になってやっと到着して,無事展示すること

ができた.もう一社は,まったく連絡がたいので,

本部が会議に対する参加申し込みをキャンセルした

ものとして取り扱ったところrIGC展示委員会の

参加取り消し処置のためにビザが取れなくなって訪

日できない.商品を仕入れたのに売ることができた

くなって,大損害である.責任をとれ.｣というテ

レックスが会議開催後3目ほどして送られてきた.

6)益富地学会館による標本展示

益富地学会館では,IGC社交プログラムのコｰ

スの目的地に決まったことを受けて,会館の英文説

明書と主な標本の展示ケｰスを作成していた.

そこで,参加者の地学会館訪問の終わった会議の

後半に,標本を科学展示会会場で展示していただく

よう,お願いしておいた.

このお願いに対して益富地学会館からは,｢無料

で貸し出しをする｣という解答をいただいていた.

ところが前に述べたように,イラン地質調査所に予

定されていた2ブｰスが,会議の後半にあいてし

まった.そこで,この2ブｰスに益富地学会館所

有の標本を展示していただいた.心良く筆者の要請

にこたえていただいた益富地学会館,とくに館長の

益富寿之助博士に感謝します.

以上,筆者の心に残った現場の風景と裏話を紹介

したが,これ以外にも多くのの人々の協力に支えら

れて,科学展示会が成功したと思う.協力していた

だいた方々の感謝を表して,筆を置くことにする1
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